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かながわ西湘農業協同組合の現況



はは じじ めめ にに  
 

日頃、皆さまには格別のご愛顧をいただき厚くお礼申しあげます。 

ＪＡかながわ西湘は、情報開示を通じて経営の透明性を高め、当ＪＡに対するご理解を

一層深めていただくために、令和３年度の事業内容に関するディスクロージャー誌を作成

いたしました。 

本誌は、主な事業の内容や組合の組織概要、経営の内容などについて、より多くの方に

ご理解いただけるようわかりやすく編集いたしました。 

皆さまが取引金融機関を選択する際の判断材料として、また当ＪＡの事業をさらにご利

用いただくための一助として、ぜひご一読いただきますようお願い申しあげます。 

引き続き「ＪＡバンク」の一員として、地域社会の発展と心豊かな暮らしの実現に向け、

「信頼」と「安心」の提供に努めて参りますので、今後とも一層のご支援、お引き立てを

賜りますようお願い申しあげます。 

 

令和４年７月 かながわ西湘農業協同組合 

 
 

ププ ロロ フフ ィィ ーー ルル  
令和４年３月 31 日現在 

● 設立 平成 18 年９月１日 ● 出資金    23 億円 

● 本店所在地 神奈川県小田原市鴨宮 627 番地 ● 総資産   4,703 億円 

電話 0465-47-8125(代) ● 貯 金    4,385 億円 

● 活動地区 小田原市・南足柄市・中井町・ ● 貸出金     929 億円 

  大井町・松田町・山北町・開成 ● 長期共済保有高 1 兆 749 億円 

  町・箱根町・真鶴町・湯河原町 ● 年金共済保有高     113 億円 

● 組合員数 10,341 人（正組合員） ● 役員数      42 人 

  21,993 人（准組合員） ● 職員数      473 人 

  32,334 人（合  計） ● 単体自己資本比率    12.82％ 

 
当ＪＡに関する情報はホームペー

ジでも紹介しています。 

下記ＱＲコードもしくはＵＲＬか

らご参照ください。 

  

     

 
※ １．本冊子は、農業協同組合法第 54 条の 3に基づいて作成したディスクロージャー誌です。 

２．記載した金額は、表示単位未満を切り捨て表示しておりますので、合計額と一致しない場合があります。 

３．金額については 0円の場合「－」、表示単位未満の端数がある場合は「0」で表示しています。 

 

  

 

https://ja-kanasei.or.jp/ ＵＲＬ 
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ごあいさつ

 

盛夏の候、皆さまにおかれましては益々ご清栄のこととお慶び申しあげます。 

このたび、令和３年度第 16 期決算を報告するにあたり、日ごろのご愛顧に対し厚くお礼

申しあげます。 

令和３年度は２度目となる東京五輪が開催された一方、新型コロナウイルス感染防止対

策として、緊急事態宣言やまん延防止等重点措置が相次いで発令され、私たちの暮らしや経

済活動が大きく制約されました。 

今まで経験のない厳しい状況下ではありましたが、かながわ西湘農業協同組合は令和３

年９月に設立 15 周年の節目を迎えることができました。これもひとえに組合員皆さまのご

支援とご理解の賜物によるものであり、感謝申し上げる次第であります。 

この 15 年を振り返りますと設立時の経営計画に基づき、組合員の営農と暮らしの向上に

取り組み様々な事業・活動を展開してまいりましたが、農業やＪＡを取り巻く環境は大きく

変化してまいりました。特に、農業従事者の高齢化と担い手不足が一段と進み、国内農業総

算出額は減少傾向にあり、食料自給率は 37％まで低下しています。さらに、長期にわたる

超低金利政策や新型コロナウイルス感染症のまん延に加え、多発化する自然災害等、様々な

厳しい状況が続いています。 

このような情勢の中、令和３年度は第５次３か年計画及び第４次地域農業振興計画の最

終年度として、地域農業の振興並びに持続可能なＪＡ経営基盤の確立・強化に役職員一丸と

なって取り組んでまいりました。中でも農業従事者の高齢化、担い手不足に対応するための

「農業支援隊」の拡充・強化やＪＡによる農業経営事業の開始、生産資材コストの削減や

「ＪＡ産地ブランド力」の強化、有害鳥獣被害対策への積極的な対応を進め、農業者の所得

向上をはかってまいりました。 

一方、長期にわたる超低金利政策やコロナ禍における不安定な社会・経済が続く中、ＪＡ

経営は一段と厳しさが増してきました。しかしながら、組合員との対話を重ね「不断の自己

改革」に取り組み、「ＪＡは、農業協同組合として地域になくてはならない組織」と言って

いただけるように経営基盤の確立・強化をはかってまいりました。また、デジタル社会の進

展に遅れることなくネットショップの拡充や業務の効率化を進めてまいりました。 

このような内憂外患の諸情勢ではありましたが、組合員皆さまの心温かいご支援とご協

力により、協同活動の成果として、税引前当期利益８億７千万円を計上することができまし

た。また、金融機関の健全性を示す指標となる自己資本比率は、12.82％となり、国内基準

４％、ＪＡバンクシステムの自主基準８％を上回る結果となりました。今後とも組合員皆さ

まの負託と信頼に応えるよう役職員一丸となって取り組んでまいりますので、より一層の

ご理解とご協力をお願い申し上げ、事業活動の報告とさせていただきます。 

令和４年７月 

かながわ西湘農業協同組合 

代表理事組合長 天野 信一 



- 2 - 

経営方針と業績 
１．経営理念 

ＪＡかながわ西湘は、豊かな自然環境に育まれた郷土を愛し、 
地域に根ざした農業と食文化を守り、総合事業をとおして地域社会
の発展と、心豊かなくらしの実現に貢献します。 
 

わたしたちは、 
自然環境の豊かな郷土と農業と食文化を守ります。 

 
ＪＡかながわ西湘は、海・山・平野の豊かな自然環境と歴史的・文化的遺産を
兼ね備えた郷土を愛し、今日まで培ってきた農業と食文化を大切に守ります。 

 
わたしたちは、 

地域社会の豊かな発展を目指した事業活動を展開します。 
 

ＪＡかながわ西湘は、組合員をはじめ利暯者の信頼と期待に応えるため、総合
事業を活かした活動を展開し、地域社会の豊かな発展に貢献します。 

 
わたしたちは、 

心豊かな暮らしの実現に貢献します。 
 

ＪＡかながわ西湘は、地域の多くの方々とのふれあいを通じ、お互いに支え合
いながら絆を深め、心豊かな暮らしの実現に貢献します。 

 
 

ＪＡかながわ西湘のビジョン（ありたい姿） 
ＪＡかながわ西湘は、「10 年後のありたい姿」をビジョンとして掲げました。 

ビジョンは、「農業」「地域」「人財」「経営」の重要な４つの柱に対するものと、これらに取り組む

姿勢のキャッチフレーズ「 」で構成しています。令和４年度から令和６

年度までの３か年計画は、新たに直面する環境変化を踏まえ、ＪＡが組合員と地域にとってなくては

ならない存在であり続けるため、目指す 10 年後に向かって挑戦する取り組み計画となっています。 

スケジュールと進捗管理により数値目標の達成、さらにはありたい姿の実現に向け、役職員一丸と

なって取り組みます。 
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２．経営方針（令和４年度事業計画における基本方針） 

 

本年度は「第６次３か年計画」並びに「第５次地域農業振興計画」の初年度となります。地域農

業の振興やＪＡ運営に対しましては様々な課題が山積していますが、これらの基本計画に沿い、「持

続可能な地域農業の実現」及び「ＪＡ経営基盤の確立・強化」を最重要課題として、ビジョンの実

現に向け全身全霊で打ち込んでまいります。 

特に、組合員との対話を重ね、継続して「自己改革」に取り組み、農業者の所得増大をはかると

ともに、農業支援隊や農業機械利暯事業の整備・拡充、高収益農産物の普及拡大等、今まで以上に

営農支援策を強化してまいります。また、農家・組合員の経済状況の向上があるからこそ、ＪＡ経

営の安定につながるものであり、組合員なくしてＪＡの存続・発展はあり得ません。 

今の時代は未曾有の情勢下にありますが、命をつなぐ食料生産やＳＤＧｓへの取り組みから自然

環境維持に深くかかわる私たちＪＡの果たす役割は今後ますます重要となり、食料安全保障の観点

からも農業の将来展望は必ず開けるものと確信しています。 

今後とも、ＪＡが「農業協同組合」としてあり続け、組合員はもとより、地域の皆様から信頼さ

れる組織として、協同活動及び事業活動を展開し、当ＪＡの経営理念の実現に向けて取り組んでま

いります。 

 

 

 

３．金融商品の勧誘方針 

当ＪＡは、貯金・定期積金、共済その他の金融商品の販売等に係る勧誘にあたっては、次

の事項を遵守し、組合員・利暯者の皆さまに対して適切な勧誘を行います。 

 

１．組合員・利暯者の皆さまの商品利暯目的並びに知識、経験、財産の状況及び意向

を考慮のうえ、適切な金融商品の勧誘と情報の提供を行います。 

 

２．組合員・利暯者の皆さまに対し、商品内容や当該商品のリスク内容など重要な

事項を十分に理解していただくよう努めます。 

 

３．不確実な事項について断定的な判断を示したり、事実でない情報を提供するな

ど、組合員・利暯者の皆さまの誤解を招くような説明は行いません。 

 

４．電話や訪問による勧誘は、組合員・利暯者の皆さまのご都合に合わせて行うよ

う努めます。 

 

５．組合員・利暯者の皆さまに対し、適切な勧誘が行えるよう役職員の研修の充実

に努めます。 

 

６．販売・勧誘に関する組合員・利暯者の皆さまからのご質問やご照会については、

適切な対応に努めます。 
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４．事業の概況 
 
 
 

●貯金業務 

利暯拡大施策の一つとして、６月から８月まで「設立 15 周年記念貯蓄キャンペーン」、11 月

から翌年１月まで「冬の貯蓄キャンペーン」を展開し、貯金残高は 4,385 億 55 百万円となり

ました。 

●貸出金業務 

農業資金や三大個人ローン(住宅・マイカー・教育)の取扱拡大に積極的に取り組み、貸出金

残高は 929 億 87 百万円となりました。 

●為替業務 

為替取扱件数は仕向為替 10 万 3 千件、取扱実績 541 億円、被仕向為替 49 万 4 千件、取扱実

績 1,220 億円となりました。 

 

 

 

組合員・利暯者の負託に応えるため、ＬＡ（ライフアドバイザー）を中心に、「３Ｑ訪問活

動」を基軸とした「ひと・いえ・くるま」の総合保障の確立に向け、一人ひとりのニーズやラ

イフサイクルに応じた「安心・信頼・満足」を提供できるよう保障の提案に努めました。その

結果、長期共済 755 億円、年金共済 3 億円の新契約高となり、長期共済保有高は 1 兆 749 億

円、年金共済の年金保有高は 113 億円となりました。 

 また、現場急行サービスに取り組み、事故時の不安解消と迅速な事故対応により契約者への 

大きな安心を提供するとともに、自動車共済の普及拡大に努めました。 
 
 

 

営農経済センターを拠点とし、営農指導や各種作物別部会と連携した組合員・農業者向けの

生産資材予約購買の拡大に取り組むとともに、購買展示即売会の開催や低価格資材の普及拡大

に努めました。その結果、生産資材取扱実績は 9 億 60 百万円、生活物資取扱実績は 8 億 33 百

万円、買取購買取扱実績合計は 17 億 94 百万円となりました。また、斡旋購買取扱実績は 5 億

21 百万円となり、合計で 23 億 15 百万円となりました。 

 

 
 

「食の安全・安心」を基本に「朝ドレファ～ミ♪」を拠点とした地域農業・特産物の情報発

信や他業種と連携した地産地消による消費拡大を進め、販路拡充による販売力強化と基幹作物

のブランド力向上に取り組みました。その結果、受託販売取扱実績は 21 億 28 百万円、買取販

売取扱実績は 3 億 12 百万円、販売品取扱実績合計は 24 億 40 百万円となりました。 

 
 
  

事業総利益は 49 億 92 百円、経常利益は 9 億 19 百万円、当期剰余金は 6 億 49 百万円を計上

することができました。 

 
 

信信暯暯事事業業  

共共済済事事業業  

購購買買事事業業  

販販売売事事業業  

収収支支状状況況  
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主要な課題   課題への対応方針 

①①農農業業者者のの所所得得増増大大  

  

  

  

②②営営農農継継続続対対策策  

  

  

  

③③自自己己改改革革のの実実践践  

  

  

④④准准組組合合員員対対応応にに向向けけたた

取取りり組組みみ  

  

⑤⑤組組織織基基盤盤のの拡拡充充・・強強化化  

  

  

⑥⑥農農業業理理解解のの促促進進  

  

  

  

⑦⑦経経営営管管理理態態勢勢のの強強化化  

  

  

  

⑧⑧支支店店体体制制再再構構築築計計画画のの

実実践践  

  

⑨⑨ココンンププラライイアアンンスス態態勢勢

及及びびリリススクク管管理理態態勢勢のの

整整備備・・確確立立  

  

⑩⑩不不祥祥事事再再発発防防止止にに向向けけ

たた取取りり組組みみ  

共販体制を軸とした多様な販売力強化と、実需者との商談

による値決め販売の実践、さらにはインターネットの活暯等、

直売所を機能拠点とした主力品目の販売等に取り組みます。 

 

「農業支援隊」による農作業受委託事業は、水稲に加え柑

橘・茶に拡大し支店・営農経済センターと連携して円滑な事業

運営に努めます。 

 

 組合員との徹底した対話により組合員の意思をＪＡ運営に

反映させ「不断の自己改革」に取り組みます。 

 

准組合員の農業理解と協同活動や組合員組織への参加によ

り、さらなる事業利暯につなげ、関係強化に取り組みます。 

 

准組合員の運営参画を踏まえた支店運営委員会のあり方の

検討や、組織活動の活性化に取り組みます。 

 

広報誌やコミュニティー紙を発行し、自己改革の実践状況

や食と農に関する情報を地域住民に発信し、農業の促進をは

かります。 

 

超低金利政策の影響による経営収支の大幅な減少、変化す

る社会情勢を踏まえ設定した目標利益の確保に向け経営改革

を進めます。 

 

支店体制再構築計画に基づき、体制整備の早期実現を目指

します。 

 

コンプライアンス・プログラムを定め、各種研修会・事務リ

スク管理等に取り組み、コンプライアンス意識の醸成をはか

ります。 

 

令和２年度に発覚した不祥事件を受け策定した不祥事再発

防止策（兼整備計画）にもとづき、引き続き信頼回復に向け、

内部けん制機能の充実・強化に取り組んでまいります。 

 

対対処処すすべべきき重重要要なな課課題題  
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５．最近５年間の主要な経営指標 
 

  （単位：千円） 

 

（注） １．事業収益、当期剰余金は、それぞれ、銀行等の経常収益、当期純利益に相当するものです。 

２．信託業務の取り扱いは行っていません。 

３．「単体自己資本比率」は、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成

18 年金融庁・農水省告示第２号）に基づき算出しております。 

 

    

  

項   目  平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 前年度 本年度 

  事事 業業 収収 益益   8,237,193 8,287,032 7,923,076 7,627,764 6,652,129 

信信 暯暯 事事 業業 収収 益益   3,610,553 3,788,226 3,611,452 3,435,418 3,586,953 

共共 済済 事事 業業 収収 益益   1,821,999 1,784,226 1,687,917 1,667,149 1,562,736 

農農 業業 関関 連連 事事 業業 収収 益益   1,717,133 1,654,818 1,580,275 1,617,417 1,174,570 

生生活活そそのの他他事事業業収収益益   1,058,594 1,033,416 1,019,317 882,848 319,326 

営営 農農 指指 導導 事事 業業 収収 益益   28,912 26,343 24,113 24,930 8,541 

 経経 常常 利利 益益  529,541 969,705 754,468 759,451 919,958 

  当当 期期 剰剰 余余 金金   410,089 406,423 523,095 395,188 649,034 

  

  

出出 資資 金金   2,531,454 

(2,531,454 口) 

2,459,025 

(2,459,025 口) 

2,447,636 

(2,447,636 口) 

2,411,443 

(2,411,443 口) 

2,384,672 

（2,384,672 口）（（  出出  資資  口口  数数  ））   

 純純 資資 産産 額額  22,922,453 23,219,391 23,446,878 23,364,292 23,444,113 

 総総 資資 産産 額額  438,673,959 444,966,275 451,893,426 460,346,559 470,375,435 

  貯貯 金金 等等 残残 高高   410,420,482 415,810,997 422,428,197 429,838,915 438,555,809 

  貸貸 出出 金金 残残 高高   82,395,063 84,426,903 86,483,552 90,009,171 92,987,751 

  有有 価価 証証 券券 残残 高高   24,463,787 23,571,324 24,769,425 35,027,506 36,169,557 

  剰剰 余余 金金 配配 当当 額額   117,046 101,401 84,747 85,680 86,279 

  
出出 資資 配配 当当   75,585 50,003 49,645 49,133 48,705 

事事 業業 分分 量量 配配 当当   41,461 51,398 35,101 36,546 37,573 

  職職 員員 数数   537 人 524 人 511 人 490 人 473 人 

 単単 体体 自自 己己 資資 本本 比比 率率  14.70％ 13.91％ 13.39％ 13.34％ 12.82％ 
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トピックス
１．トピックス 
准組合員とＪＡの結び付き強化 

「准組合員は、正組合員とともに地域農業を支え 

地域社会に貢献するパートナー」と置づけＪＡとの 

結び付き強化に取り組みました。 

具体的には遊休農地対策として「きんじろう農園」

を活暯し准組合員や朝ドレファ～ミ♪利暯者を対

象に花の摘み取り体験を実施しました。 

また、「准組・知っトク講座」を３回開催し、サツ

マイモの収穫体験やお飾りづくり、フラワーアレン

ジメント教室などを通じ准組合員との関係強化に

取り組みました。 

 

⼥性部による生活文化活動 
女性部だより「ｆｉｎｅ」を発行し、部員間の情報

共有と生活文化活動に対する意識向上に努めました。 

特技のある部員が地域で活躍できるよう「特技者制

度」を新設しました。また、若い世代を対象にした「フ

レッシュミズクラブ」ではハンドメイド講習会を開催

し、ＪＡや女性部とのつながりを深めました。 

  

 
ＳＤＧｓを踏まえたＪＡ事業の取り組み 

ＳＤＧｓの取り組み目標に対し、ＪＡ事業におい

て農業所得増大、新規就農者支援、女性役員の促進、

フードバンク活動、農薬容器回収等を行いました。 

 

 
農業・ＪＡ理解促進に向けた情報発信 

広報誌やコミュニティー紙、日本農業新聞のほか、 

ソーシャルメディアを活暯し、食と農に関した情報

を発信し、農業への理解促進をはかりました。ホー

ムページでは、オンラインショップや「准組なかま」

のコーナーを新設するなどアクセス数増加に努め

ました。 

 また、ＳＮＳを活暯し管内の旬な話題を発信。

YouTube では「家庭菜園でもできる畑づくりの基本」

を動画配信しました。 
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